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地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1471500304

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 社会福祉法人　誠幸会

訪問調査日 令和1年11月29日

事業所名 グループホーム　泉の郷仙石原

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 令和2年3月31日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和1年11月29日

事　業　所　名

（ 250-0631

名

名

名

9 名

1 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

事 業 所 番 号

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

グループホーム　泉の郷仙石原

登録定員

通い定員

令和2年7月6日

神奈川県足柄下郡箱根町仙石原1285-368

宿泊定員

定員　計

令和2年3月31日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

令和1年度

株式会社　R－CORPORATION

〒231-0023　横浜市中区山下町74-1　大和地所ビル9F

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成27年11月1日指 定 年 月 日

社規福祉法人　誠幸会

1471500304
平成15年11月1日

 1 ～ 14

　☑　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

令和1年11月5日

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●この事業所は、社会福祉法人誠幸会の運営です。同法人は横浜市泉区に本部を置
き、神奈川県内で「高齢者介護・障がい者支援・保育」の3本柱を軸に、特別養護
老人ホーム・ケアハウス・グループホーム・サービス付高齢者住宅、障がい者グ
ループホーム・就労支援事業所・保育園・地域ケアプラザ等の地域に根差した福祉
事業を展開しています。ここ「グループホーム泉の郷仙石原」はJRまたは小田急線
「小田原駅」からバスに乗り「小塚入口」で下車して徒歩5分程の場所にあり、隣
には「箱根リハビリテーション病院」や「介護老人保健施設」もあります。また、
緑豊かな箱根の山々に囲まれていることから、四季折々の自然を楽しむことが出来
ます。
●ケアについては、法人の基本理念「ご入居者様・ご利用者様個人の尊厳と権利を
尊重、自立への支援」に沿った支援を実践するため、管理者と計画作成者をはじ
め、全職員が日々のケアの場面で、職員の介入ラインをどう判断するかについて話
し合い、ケアの仕方について模索しています。管理者は一歩間違えれば虐待になり
かねないことも懸念しており、介護計画の作成に当たり、計画作成者と共に、家族
の希望や、本人の希望を汲み取りながら、本人が「やらされている」と感じるので
は無く、「本人が行う本人のための介護計画」でなければという思いで介護計画を
作成して、利用者の支援につなげています。
●現在は1ユニット定員9名として運営していますが、箱根町のグループホームが当
該の事業所のみとなってしまったため、町全体としては地域の認知症の方の受け入
れられるグループホームがないという問題を抱えています。同法人でとしても、こ
の問題を解決するため、1ユニットから2ユニットの増設を進めています。

「かかわる全ての人が喜び地域社会の中で価値ある総合福祉法人を目指す」
心を込めたサービスを提供し、関わる全ての人への安全と安心、そして新しい毎日を
追求します。
今年度末、新ユニット完成を目指し、特に本当の自立支援を考え直し、箱根町では1
件となってしまったグループホームの有り方、存在価値をアピールできるよう職員一
同日々勉強し進んでいます。 Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの ○ 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム泉の郷仙石原 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

今年度の事業計画を
1.入居者様主体及び自立支援
2.地域貢献
3.運営の安定
共有の面では不安は残りますが、入居者様の主体・
自立支援に関しては普段からの呼びかけに努めてい
ます。

法人の基本理念「かかわる全ての人が喜び地域社会
の中で価値ある総合福祉法人を目指す」と5つの項目
からなる基本方針をフロアーと事務所に掲示してい
ます。また、事業所独自の事業計画も作成してお
り、今年度は事業計画の「入居者様主体及び自立支
援」にフォーカスを当て、毎月実施している研修の
中で「自立支援」について職員と話し合っていま
す。

今後の継続

入居者様との散歩などでは欠かさず挨拶を行ない、
地域の方々には理解も頂いていると思っています。
また自治会のボランティアにも積極的に参加をさせ
て頂くなど一員として活動できるよう努力していま
す。

小塚地区の次々回に加入しており、常会や総会にも
継続して出席しています。また、自治会の運動会・
防災訓練にも毎年参加して、地域の方との交流機会
を設けています。現在建物の改修工事に着工してお
り、工事開始前には地域の方に挨拶回りも行きまし
た。隣にあるリハビリ病院とは、職員の予防接種や
利用者を紹介していただいたり、職員同士の交流も
あります。

今後の継続

昨年に続き家族介護教室への参加や、今年度は地域
包括支援センターの地域ケア会議のメンバーとして
も発信をさせて頂いております。

昨年度は参加を出来なかった方も毎回参加を頂くな
ど、少しづつではありますが関心を持って頂けるよ
うになったかと感じています。今後も委員の意見を
積極的に取り入れ、「どうなったか」楽しみに興味
を持てる運営推進鍵にしたいと考えています。

運営推進会議には、箱根町役場担当者・社協・民生
委員・自治会・家族・後見人の方に参加いただき開
催しています。より多くの方に参加いただくために
行事と同日開催にする等の工夫もしています。事業
所の状況や活動報告を行い、家族からの要望、地域
の情報、役場職員からは町としての福祉のニーズや
動向について話しをしていただいています。また、
参加者をメンバーとして身体拘束適正化委員会も開
催しています。

今後の継続

今年度は特に箱根町のグループホームの公募に始ま
り、新ユニット立ち上げ準備を通し、箱根町の皆様
方にも御協力とご支援を頂きました。今後について
も箱根町で恥じないようなグループホームとして運
営できるよう努力します。

昨年に引き続き箱根町主催の介護教室へ参加し介護
用品の使い方やオムツの当て方等についての講義も
行っています。また、地域包括が中心となっている
地域ケア会議にも参加しての勉強会や情報交換の場
としても活用しています。新たな取り組みとして、
地域包括のサイトに空き情報を含めて情報提供を行
い、居宅のケアマネも情報を見れるようするサービ
スが開始されました。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

虐待についても必須の研修として行っています。虐
待ではその原因として職員のストレス等、何らかの
要因にも気をかけ今後も防止に努める努力を行ない
ます。

ご家族様や利用者様には日ごろから意見や不満等を
引き出さなければ、いずれ大きな苦情となると考え
ています。意見要望等は面会時の記録として残し、
管理者等に伝わるようにしています。

面会に来られた際や電話連絡時に近況報告と合わせ
て意見や不満を伺うようにしています。また、運営
推進会議に参加していただいている家族からも意見
や不満を吸い上げるようにし、行事に家族が来所し
た際には個別に話す時間を設けています。管理者
は、日ごろから意見や不満等を引き出さなければ、
いずれ大きな苦情となると考えており、電話やメー
ル、SNS等でもコミュニケーションを取るようにして
います。

今後の継続

身体拘束に関しては身体拘束適正化委員会を適時に
行ない、職員研修にも取り入れています。事業所の
方針としては身体拘束はしないを基本に、今後も職
員の創意工夫やアイデアを取り入れケアに臨みたい
と考えています。

身体拘束については、身体拘束適正化委員会を2ヶ月
に1回開催し、事例検討会や拘束に該当する行為やグ
レーゾーンと言われる曖昧な対応について協議し、
拘束のないケアを実践しています。また、年間研修
でも身体拘束・虐待と合わせて取り上げ、職員は正
しい理解と知識を身につけています。さらに、職員
に対する自己チェックも実施し、共通認識を図るよ
うにしています。

今後の継続

認知症グループホームでは残念ながら日常生活自立
支援を活用できる場合が少なと感じていますが、成
年後見人制度では当施設でも3分の1の入居者様が利
用させて頂き、実践でも制度の理解が進んできてい
ると感じています。

契約に関しては先を見越した説明も交え十分な説明
を心掛けています。また利用者様やご家族様の不安
等も引き出す努力をし、納得・理解していただくよ
う努めています。
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自己評価

実施状況 実施状況
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

本部内部研修・外部研修・自事業所内部研修と研修
の場は多く提供されています。特に自事業所研修で
は毎回職員が変わりテーマに添った進行を行なうな
ど自身のスキルアップにもつながっているかと思い
ます。

近年特に職員の声は上層部まで届くよう変わってき
ています。入居者様同様職員を大事にする良い傾向
だと思います。今年度は運営を４つのテーマに分け
課題抽出や改善に取り組んでいます。

法人全体で、今年度から「働きやすい職場作りプロ
ジェクト」として4つの部会が発足し、テーマごとに
課題の抽出や業務改善に取り組むべくアンケートを
職員に向けて実施するようになりました。事業所内
における意見や提案については、月1回の研修時や会
議の場で話を聞く時間を設け、協議したうえで業務
に反映させるようにしています。効率的に会議を実
施するため、事前に次第を書いた用紙を職員に配布
しています。

今後の継続

給料水準では新たな加算もあり見直しを２年続けて
行っています。今年度は人員不足もあり、職場の環
境や整備に力を入れ、現在さまざまなＡＩ利用の検
討を行なっています。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

傾聴に重点を置き,まずは不安要素を払拭することに
努めています。その上に要望等を引き出し、その方
に適した支援を行うことを心掛けています。

年４回の箱根町主菜介護保険連絡会には必ず参加を
させていただいています。また今年度より社会福祉
協議会の取りまとめによる介護事業者連絡会も発足
され、こちらは各事業者からの連絡事項などが多く
含まれ、各事業所の連携が深まったかと思います。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

ご家族様との関係は、良い話だけでは信頼関係を築
けなく、現実や先の話も織り込みながら親身に対応
することを心掛けています。

ご家族やご本人、ケアマネージャーも含め何を必要
としているかを見極める事が当然ながら大事かと思
いますが、まずはご本人を知る事を心掛けて対応に
あたりたいと思います。

入居者様の出来ることでも職員が関わりを持ち生活
するうえではグループホームはそのものかと思って
います。

ご家族様と入居者様の接する機会を確保するよう努
め、ご家族も知りえない入居者様の新たな発見をお
伝えできたらと思っています。

お花見や町主催の敬老会等、お友達などに合える機
会には必ず参加をさせて頂いています。

面会に来られる方の頻度は人によって異なります
が、地域の行事に参加した際に馴染みの方と再会し
て会話を楽しまれることもあります。家族も協力的
であり、家族が馴染みの場所にお連れしてくださる
こともあります。現在2名程ですが、家族と宿泊旅行
に行かれる方もいます。

今後の継続
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

グループホームを何らかの事情で退居されても、当
施設に住所を置かれている方もいらっしゃいます。
その後のフォローが後々私どもに帰ってくることも
多々あり、今後も相談や支援に努めてまいります。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

ここ数年、職員が仲裁しなくても入居者様同士がコ
ミュニケーションを取るということが多く見られる
ようになりました。当然コミュニケーションの難し
い方には職員が橋渡しをし、独りではない生活が送
れるよう努めています。

ご本人の希望や意向は大事に受け止めさせて頂いて
います。今年はご本人の希望で独居に戻りたいとの
希望もあり現在各方面との話し合いも続いていま
す。問題は困難な場合ですが、出来る限り本人本位
で各関係者とはお話しをさせて頂きます。

入居前の面談時に家族と本人から過去の生活歴、嗜
好品、暮らし方の希望といった情報を基本情報シー
トに記入して情報を共有しています。入居後は本人
との会話や職員からの問いかけに対する反応や仕草
等の情報を個人記録に記録し、ケア会議等で検討し
たうえで、可能であれば介護計画に反映させて支援
しています。

今後の継続

ご本人の生活歴は重要なことなので、ケアマネー
ジャーやご家族も含め把握に努めています。居室に
ついては入居者様の落ち着ける環境を再現できるよ
う、ご本人やご家族様とも相談をさせていただいて
います。

日々の生活がその人にとって充実し、満足のできる
一日になる様にやりたい事や出来ることへの拡大を
図りながら、ともに楽しむ生活づくりができるよう
にケアプランにも繁栄しております。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

ケアプランのチェック表やケアカンファレンス等で
状況の変化に応じた個別性に配慮した目標提示がさ
れているか話し合いをしながら再確認をしておりま
す。

入居時は、アセスメントで得られた情報を基に作成
した初回の介護計画で1ヶ月間様子を見ています。
日々の生活状況チェックシートに介護計画の項目を
チェックする欄を設けており、日々介護計画に沿っ
た支援が出来ているか確認できるようにしていま
す。月1回のケア会議は、変化があった方を重点的カ
ンファレンスしています。短期目標は3ヶ月、長期目
標は6ヶ月での見直しを基本としていますが、特変等
があれば、その都度見直しを行っています。

今後の継続

常に気づきの報告書をあげ、それに基づきケアカン
ファレンスしながら状況の変化に対応、見直しをし
ているとともにケアプランチェック表でも介護計画
の見直しに役立てております。

大きな状況の変化や問題が生じた時は、会議を開催
して家族の意向や状況等を話し合い、常に個別性に
配慮できるように細やかに取り組んでおります。

地域資源では有償に限らず、小さな資源でも組み合
わせることにより大きな資源になりかと考えていま
す。あらゆる資源を見つけ出汁豊かな生活が送れる
よう支援いたします。

かかりつけ医との信頼関係は構築済みと考えており
ます。しかし病院の事情でここ２年程往診が出来な
い状態に、職員の負担も考え往診して頂ける病院に
変更も考えていますが、今のかかりつけ医が親身に
見て頂けている為悩んでいます。

入居時に事業所の協力医療機関と提携医について説
明し、本人と家族の希望を尊重して主治医を決めて
いただくようにしています。現在も従来のかかりつ
け医を主治医としている方も7名います。ここ数年
間、病院の事情により往診に来ていただくことが難
しく、職員の対応で通院している現状なので、職員
の負担も考慮して、主治医の変更を検討していま
す。歯科は必要な方のみ契約して往診に来ていただ
いています。看護師は週1回利用者の健康管理や医療
面における相談に乗っていただいています。

今後の継続
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

介護職員の情報と訪問看護師の情報を記録に残し、
すべての職員が適切な受診や看護を受けられるよう
に努めています。

医療機関とは営業も兼ね関係づくりに努めていま
す。医療連携室等との情報交換も常日頃より心掛
け、入退院時もスムースに行えるよう努めていま
す。

災害対策では消防署の指導もあり、外への避難では
なくテラスへの避難を推奨されています。年２回の
防災訓練でも毎回さまざまな想定をし行なうよう工
夫をしています。しかし先日の台風１９号ではエレ
ベーターピット内に浸水があり初めての体験となり
ました。

年2回夜間想定の避難訓練を実施しています。消防か
ら屋外避難ではなく、テラスへの避難を推奨されて
いるので、テラスまで避難する訓練を行っていま
す。年2回防災設備業者による防災設備点検も受けて
おり、その際に防災機器の取り扱い要領や消火器の
使い方についても指導を受けています。また、新た
に4月から非常ベルと自動火災通報が連動するように
なりました。備蓄品は1週間分の水や食料の他、懐中
電灯、ヘルメット、ラジオ、衛生用品を準備してい
ます。

今後の継続

当施設では看取りを行っていないため、入居前から
ご本人やご家族様には重度化や終末期に関しては、
十分な説明を行っています。また入居者様の望む事
を適切に家族等にも伝えられるよう日頃から努力を
しています。

入居時に重度化や終末期における指針を説明し同意
書を交わしています。事業所では終末期支援や看取
りまでは行っていないので、重度化した場合には家
族との話し合いの場を設け、特別養護老人ホームや
病院等への転移について話し合い、方針を共有しな
がら可能な範囲で支援しています。

今後の継続

心肺蘇生等では毎年実技研修を取り入れています。
今年度は８月に看護師に講師をお願いし自事業所研
修にも「心肺蘇生・緊急対応」を行なわせて頂きま
した。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

長年一緒に生活を共にすると、知らず知らずに不適
切な声かけも聴かれ、反省することもあります。し
かし人格の尊重などは常に心得え対応する努力をし
ています。

法人の基本方針にも「ご入居者様・ご利用者様個人
の尊厳と権利を尊重、自立への支援」と掲げてお
り、一人一人の利用者の人生の歴史と、権利を尊重
した対応を心がけています。特にトイレ介助時や入
浴介助には、羞恥心やプライバシーに留意して対応
するよう職員に徹底しています。また、利用者と共
に過ごす時間が長くなるに連れ、馴れ合いや不適切
な声かけが生じることも懸念されるので、適度な距
離感を保って接するよう伝えています。

今後の継続

ご家族様などの希望が優先しがちになる事もありま
すが、ご本人の自己決定には自立支援も含めご家族
様には変わってお話しをさせて頂く事もあり、入居
者様が何を希望されているのかを気づくことが大切
かと考えています。

職員不足から職員のペースの生活になりがちでした
が、だいぶ解消されたかと感じています。支援かお
節介か迷うこともありますが、その人らしい暮らし
が送れるよう寄り添うことが出来たらと思います。

身だしなみには１５年間常に気を配っております。
ご自身でおしゃれを出来ない方には職員がお店に出
向きその方を思いながら服装を選ばせて頂く事もあ
ります。

現在３名の入居者様が職員と共に包丁を使い調理
し、みそ汁の味見等を行なっています。食事作りに
関わらない男性入居者様も下膳などを快く行なって
頂き、食事作りから片付けまで助け合いで行なって
います。

メニューは職員が持ち回りで考え、食材を生協に届
けてもらっています。現在3名の方に包丁を使って職
員とキッチンに立っていただき調理に参加していた
だいています。食事作りに関わるのが難しい方で
も、下膳や食器拭き等を手伝っていただいていま
す。食事は生活の中の楽しみでもあることから、旬
の食材を使用したり、彩りや盛り付けを工夫しなが
ら美味しく召し上がっていただけるように支援して
います。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

栄養についてはアセスメントを行い、その方に適し
た食事提供をと努力しています。水分補給について
は確保できるよう、様々な工夫が話し合われます。
また、かかりつけ医の指示等も守り兼子にもつなげ
ています。

口腔衛生管理加算もはじまり、協力歯科医から職員
への指導も文書化され一層解りやすくなったかと思
います。また食後の口腔ケアも当然ながら、起床時
の口腔ケアの大切さも皆理解していただいていると
思います。

排泄に関して、当施設の計画作成の熱意もあり、職
員会議やカンファレンスでは毎回話し合われていま
す。それだけ関心が高い事が日常になっているので
排泄に向けた支援については不安要素はありませ
ん。

一人一人の排泄状況やパターンを排泄記録にて把握
し、随時適切な声かけと誘導にてトイレで排泄でき
るように支援しています。安易にオムツ用品等を使
用するのではなく、トイレで排泄していただくこと
を前提に職員会議やカンファレンスで計画作成者を
中心に話し合い排泄の自立に向けた支援に取り組ん
でいます。

今後の継続

便秘に関しては常日頃より職員の申し送りで行われ
ていますが薬品のみに頼らず、オリゴ糖など食品に
も注意をしています。最終的には坐薬の使用もあり
ますが、便困による合併症の予防も考慮していま
す。

入浴に関しては入浴日等管理をさせて頂いています
が、入浴前には必ず声を掛けさせて頂きご本人に承
諾して頂いてから入浴をしています。稀に日にちが
開いてしまうと、その方が特に信頼をしている職員
に声を掛けて頂き入浴することもあります。

1日3名ずつを目安に、週2回の入浴支援を行っていま
す。入浴時間は午前中に入っていただくことが多い
ですが、入浴前に必ず声かけして確認し、時間やタ
イミングは本人の希望を尊重しながら気持ちよく入
浴していただけるようにしています。入浴剤を使用
することはありませんが、しょうぶ湯等の季節湯は
取り入れています。一昨年から導入されたリフト浴
は車椅子や重度の方の対応に使用しています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

皆様の生活ペースを尊重しつつ生活を送れるようお
手伝いをさせていただいています。夜間は睡眠導入
剤の使用をすることなく安眠できるよう、個々の安
眠環境に考慮し支援をしています。

誤薬も含め、服薬介助は法人を上げて注意していま
す。特に新たに処方された薬などは、連絡ノートや
ファイル等情報の共有漏れがないよう注意をしてい
ます。

その方の楽しみを見出す努力をしています。最初は
職員と入居者様で行なっていたオセロゲームなども
入居者様同士で行うなど変化も見られています。気
分転換では皆様そろって散歩を望む声が多くありま
す。

日常的な外出は少しの時間でも散歩に行けるよう努
めています。ご家族との外出もさることながら、友
人との外出もご家族様承諾の上、外出されることも
あります。今年度はご家族に注意点を話し外泊も数
件ありました。

日常的な外出支援は、少しの時間でも散歩や外気浴
が出来るように天気や気候を考慮しながらテラスや
近くに設置されているベンチまでお連れしていま
す。通院がてらにドライブすることはありますが、
全員での外出支援は難しいですが、家族にも協力し
ていただきながら個別に外泊や外出されている方も
います。

今後の継続

現在お金に関しては、施設内では持つことを極力遠
慮して頂けるようお願いをしています。但しご本人
の希望で購入した井本などはコンビニなどに同行し
職員決裁で購入することもあります。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価
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外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

手紙のやり取りは難しくなっていますが、届いた手
紙は、その方に読んで差し上げています。その上で
も電話でのやり取りには支援をさせていただいてい
ます。

共用スペースは常に臭いに注意をし季節を感じて頂
けるような空間を目指しています。トイレや洗面所
は特に清潔を保つよう心がけ、温度に関しては温度
だけではなく衣服でも心地よく生活できるようにし
ています。

共用部は臭気、室温・湿度に留意し、壁には季節感
を感じられる装飾品やレクで作成した作品を飾り、
快適な空間になるように心がけています。また、床
暖房が完備され、家具等も利用者の動線の妨げにな
らないよう配置され、手摺も利用者の腰の高さ位に
調整され取り付けられており、利用者にとって生活
しやすい空間作りがされています。照明もLEDに切り
替え、これまで以上に明るいリビングになりまし
た。

今後の継続

入居者様には思い思いの場所で過して頂いていま
す。中には１０年以上定位置以外拒否をする方もお
りますが、声かけをさせて頂き、外を眺めることも
あります。

基本的にはすべての物を自宅から持参していただ
き、その方の落ち着く生活空間を目指しています。
以前はリビングで皆様と日中過すことが多くありま
したが、現在では入居者様の居室で過ごされる時間
も多くなりました。

居室には介護用ベット、クローゼット、エアコンが
完備されており、それ以外の家具や寝具等は、自宅
で使用していた物を持ち込んでいただくように伝え
ています。極力、本人にとって馴染みの物を持ち込
んでいただいたり、飾ってもらうようにすること
で、不安や混乱を招くことなく、落ち着いて過ごせ
る居室作りを心がけています。

今後の継続

入居者皆様それぞれの出来る事の発見を共有してい
ます。自立支援とは研修でも行ないましたが、一つ
間違えると虐待にもあたるため、勘違いしないよう
職員には伝えてあります。入居者様が今何の支援が
必要か見極める力が必要と考えます。
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注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
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